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１ 教育施設の再編から利活用へ向けて 

（１） 利活用の対象となる施設 

令和４年４月１日 小学校再編 

令和５年４月１日 幼稚園、保育園から認定こども園へ再編 

（２） 利活用方針の決定へ向けて 

地域の交流と発展のため、行政での庁内検討にあわせ、地域の皆さまのご意見を参考

にしながら方針を決定していきます。その際、町の振興計画との整合性を図りながら、

避難所などの非常時の機能も同時に検討していきます。 

川俣小学校 再編先 新・川俣小学校 

川俣南小学校 認定こども園 

福田小学校 

富田小学校 

飯坂小学校 

川俣幼稚園 

川俣南幼稚園 

福田幼稚園 

富田幼稚園 

すみよし保育園 

８施設 

利活用方針未定 

有効な利活用のため、 

令和４年４月、財政課に 

公有財産係を新設 



２ 旧教育施設の今後の利活用について 

【ご意見をいただく施設】 

利活用方針未定の８施設 

（１） 施設の利用者層 

（２） どういった種類の施設か？ 

教育 文化 スポーツ

福祉 子育て支援 保健・医療

産業 雇用 

交流 

庁舎 

倉庫 

環境・ 

エネルギー

人材育成

新しい分野を 

思いついたら

記入 

地域住民 

・町民の方々 
町外の方 

子ども 高齢者 障がい者 

ジェンダー 家族 大人 

観光客 

企業・法人

移住者 

町のファン 

他の利用者層を思いついたら記入 

上記施設の有効な利活用について、利用者層や施設の種類をご自由に記載してください。

これは参考のためのシートなので特に提出の必要はありませんし無理に書く必要はありません。

意見交換会では自由に発言していただいて結構です。



（３） まだまだある地域の課題。ＳＤＧｓで定める基本目標を参考に。 

（４） 地域の課題やこんな使い道がいいと思う学校・幼稚園の利活用を自由記載してください。

（次頁もご使用ください） 

SDGｓ（エスディージーズ）とは、Sustainable Development Goals の略で、「持続可能な開

発目標」と訳されます。2015 年９月の国連サミットで採択された「誰も置き去りにしない」持

続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のための、2030 年を年限とする 17 の国際目

標です。 

 SDGｓが掲げる目標の追求は、町にも共通する課題の解決に貢献し、持続可能な「まち」

につながる地方創生を推進するものです。SDGｓを参考に、利活用案を考えるのもひとつの

方法です。



【自由記載欄】 


